
心
今
《
２
『
汝
曇
診
ず
」
》
艮
感
鴬

多
抗
欠
像
臥
偲
べ
を
：
刈

今
干
俄
磯
山
ぐ
頂
貸
、
激
す
：

苓簿;ｉ
語墓”

《″ノーハ
一

目
殻
さ
嶋
玖
“
流
柊
が
幸
侭
箆
憎
款
劣
系
公
夫
琴
鋤
を
観
汲
鴬
嫁

隙
と
氏
咳
・
釘
道
．
す
ぎ
い
ぺ
聯
奮
外
状
ヅ
／
な
い
刀
で
灰
オ
ヂ
い
い
。
わ
伊
史

も

ｆ
懇
璽
罫
侭
ざ
ご
ど
鎚
緋
・
が
』
ず
舞
・
か
ず
寺
、
ざ
〃
（
套
卦
一
愚
息
黛
雲
｛
；
鎚

呈
里
茶
才
、
臆
請
‐
で
設
掛
裳
帝
燕
髭
ふ
漂
積
電
学
友
乙
券
桑
翼
奪
韓

な
つ
く
か
堅
い
か
唾
蔦
薫
犠
っ
、
缶
で
鑓
、
ぃ
貯
歓
恥
鐸
、
が
累
稽
塁
琴
座
、

新
茅
潅
か
、
殿
噂
律
零
じ
で
ぶ
が
充
郵
《
ぐ
ぞ
度
を
墨
著
・
瀞
等
ｆ
墓

号
憶
い
点
、
該
豊
漁
拳
矛
紅
纂
及
揮
蚤
録
，
尽
き
虞
慰
弄
挿
越
す
。
基
一
討
一

紙
八
・
参
茅
‐
侭
係
と
骨
・
‐
隠
よ
》
歌
で
式
、
な
い
小
ｐ
：
１
ｔ
、
・
川
・
ず
ぎ
へ
府
．

一
瞬
》
一
一
（
屋
』
》
一
一
函
一
一
一
一
》
一
一
一
一
脚
一
一
一
一
一
恥
Ⅷ
一
‐
。
｜
》
｜
・
ひ
一
、
４
町
＋
‐
・
ひ
４
‐
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，
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ロ
二
一
一
一
、
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、
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６
、
敏
‐
４
も
乳
守
．
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』
．
一

ｆ
〆
・
佐
伯
塞
譲
会
両
津
鍵
舗
ヅ
《
う
そ
灘

；
ｊ
‐
Ｉ
新
．
手
貴
重
杢
苛
式
鳥
題
待
孤
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’
●
幸
１
．
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Ｉ
鞠
．
へ

．
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ゥ
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．
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へ
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ｏ
ｊ
Ｔ
－
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．
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竿
ワ
戸
、
へ
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》
《
郡
グ

：
；
磁
詞
狛
丈
淡
会
／
喉
涜
塁
一
汗
・
へ

う
す
到
会
按
孟
羽
子
入
祭
へ
：
忠
創
解
・
幽

一
《
一
．
》
彦
・
Ｌ
。
』
』
．
・
ず
．

；
嘘
皿
一
陶
丈
後
会
Ｌ
瓜
約
虫
一
『
日
．
穴
．
（
一
一
一
一
胃
へ
．
会
食
き
Ｊ
一
一
・
一
一
壱
咳
、
軽
↑
｜
贋
塚
忌
総

．
、
何
．
一
派
（
》
恭
ら
汚
暴
●
す
一
一
一
一
畳
魁
吻
液
詞
を
っ
イ
汁
、
：
次
々
と
他
・
域
祉
含
候
奉

仕
一
野
。
’
し
●
暴
寸
感
“
一
こ
と
’
１
》
局
ん
ぐ
未
だ
っ
‐
１
》
リ
や
』
あ
る
《
？
』
．
ｌ
、

輪
廻
詞
急
『
椎
絢
史
談
］
診
、
《
園
（
・
す
陵
Ａ
，
．
Ｉ
・
ぃ
嬰
皇
一
ハ
》
一
宇
虚
”
且
一
長
く

う
づ
‐
け
、
こ
肥
風
こ
叙
．
・
一
所
一
（
－
Ｋ
大
心
に
お
役
阿
鉱
与
、
ミ
歳
暴
篇

貞
哩
暑
ミ
と
に
」
一
一
一
一
画
一
重
ず
型
、
．
一
》
。
》
・
錘
穿
侭
読
録
笹
一
一
一
一
“
拝
集
嘩
“
ｌ
そ
考
更
て

卵
鶏
灘
獄
醗
州
蕊
澱
螺
篭
灘
蕊
蕊

、
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《
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諏
靖
蕊
為

議
会
ザ
エ
喝
し
轟
今
・
市
帳
賎
叱

か
詮
潅
久
洪
団
体
便
△
孔
功
獅

力
や
』
峨
璽
爽
稽
と
、
傘
“
一
縦
芳
ｒ

氏
添
浄
財
迦
禽
詞
小
イ
ペ

『
拝
の
島
』
カ
ー
鈴
を
剣

ん
：
だ
ぇ
誉
鯵
Ⅷ
ル
ー
全
く
て
よ
う

と
い
、
７
の
ぐ
生
め
る
．
．
〃

中
祇
施
泌
エ
ァ
鋤
醤
咋
が
一
戒
一

る
。
独
爺
あ
‐
『
瑛
山
』
－
，
や

去
朱
灸
．
蔦
矢
芽
篭
渓
砕
詩
辛

墾
一
刻
ん
鴬
顕
彰
簿
夫
達
ノ
ァ

ベ
．
、
・
三
ｍ
丸
＃
巡
迂
恭
韻
一

一
・
・
・
・
忽
、
Ｔ
９
さ
へ
〃
〃
ん
叶
歩
・
品
．
・
↓
，

皇
斗
、
イ
式
緬
平
議
題
重
一
ツ
タ
や
‐
去
る
半
ぞ
一
判
皇
催
》
し
』
壷
侭
牧
童
一
汗
へ
料
展

で
舟
慧
詩
皐
ｆ
ｒ
『
で
う
代
詮
？
攻
（
だ
久
辱
・
碑
‐
令
〆
芝
裁
．
煮
為
る
．
減
；

島
国
永
詞
殺
す
夙
久
薄
艮
詐
今
勤
戴
山
が
桝
蘇
駒
中
沢
《
山
項
瓶

の
凸

祷
侭
息
ず
ぶ
不
い
》
鼻
．
式
‐
山
舵
蚤
箪
ぺ
４
隻
や
霧
管
の
棋
抱
う

電
剛
州
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識
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血
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瑚
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０
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沢
上
氏
、
拳
娠
庁
臥
い
つ
く
‐
ま
ま
ぽ
述
べ
た
な
ぐ
で
、
今
後
扱

食
鋤
蓮
葱
帳
幕
芳
侭
し
て
頂
け
札
砿
幸
い
で
ぁ
衝
。
お
臭
い
侭
特

謹
齢
永
．
装
豊
・
施
員
堂
鳶
く
俳
轟
げ
て
・
》
新
芽
度
智
一
ケ
へ
吟
（
＃
一

々
委
農
と
’
兵
う
ぐ
風
な
い
が
・
Ｆ
１
：
へ
冬
ｖ

へ
み
こ
ｒ
わ
り
、
こ
お
ぺ
ｌ
ジ
倉
上
公
蔀
洞
令
う
《
ケ
ー
火
塞
侭
ふ
征
す
’
だ
の
釜
‐
．
，
，
）

一

公
が
競
詞
荏
弥
鳥
』
卵
詳
令
ぞ
あ
る
２
，
わ
れ
わ
“
不
抜
御
へ
の
母
か

ふ
る
さ
と
・
を
臭
垂
圭
フ
瓜
そ
灸
自
慰
嬢
と
人
生
叙
と
・
謬
っ
て
、
裳
情

燈
が
た
公
げ
て
書
ぃ
イ
い
る
．
．
ご
Ａ
我
歩
の
え
辱
警
・
域
山
惣
愛

・
霊
る
ぺ
心
侭
、
・
蕊
し
ん
で
も
ら
お
う
ぐ
瓜
酋
い
い
．
？
‐

魚
確
鮮
蒸
繍
灘
碑
換
Ⅷ
》
謬
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イ
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多
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ｉ
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舜
砿
雛
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脅
伽
徽
難
藤
聡
蝿
燃
孤
州
洲

戒
下
称
う
ぺ
．
々
奴
媛
渋
し
た
‐
や
の
ぞ
く
、
詞
今
夕
系
売
葡
嗣
三
際
零
編
』

し
皐
織
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れ
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診
亦
ぐ
あ
る
Ｃ
ｌ
や
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薩
州
窪
謹
蕊
獄
竪
琴
護

書
ザ
狂
‐
で
喰
昏
９
ミ
ァ
息
皇
へ
左
一
つ
侭
ま
こ
紬
た
縫
丸
雛
な
，
毛

の
で
、
久
代
財
と
↓
て
ず
均
く
詳
僑
さ
、
る
ぺ
さ
Ｊ
吾
勿
で
あ
る
・

と
こ
ろ
吠
序
御
丸
宛
奮
う
〆
押
く
足
：
斗
箇
ノ
瀦
侭
。
１
の
良
片
岡

氏
邸
匁
で
あ
る
（
喪
）
ザ
、
『
唾
糸
」
力
井
桁
氏
か
稗
刈
や
が
髭
歓

山
・
坪
（
後
片
珂
本
家
）
の
廷
究
内
・
小
井
ワ
ノ
の
上
民
．
の
弓
千
っ
て

い
る
・
髭
隼
熊
伐
個
印
刷
河
矛
党
久
床
悼
罰
わ
れ
て
い
た
称
、
つ

い
銭
迩
牛
枝
苓
、
れ
く
い
る
と
お
呈
し
一
で
あ
る
．
；

『
唖
果
」
力
上
侭
『
種
泉
の
券
狩
』
を
復
禿
す
る
・
そ
分
遥
原

侭
考
が
す
⑧
差
好
の
矛
却
ン
久
で
瓜
女
心
が
ご
争
身
、
島
れ
る
・
こ

永
久
ム
あ
え
イ
岸
潤
大
介
指
摘
呼
礼
と
ず
く
・
毛
の
で
な
く
・
早
く
小

・
ら
ゃ
え
、
ゥ
腿
イ
い
た
北
、
、
詳
瓢
。
『
也
絢
方
邸
へ
』
の
七
二
参
一
ぺ

１
ジ
進
曝
狐
次
１
た
い
、
ｉ
…
ｉ
…
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『
較
衆
の
升
持
』
瓜
『
唆
尿
』
両
位
衷
肖
飼
家
分
郎
汁
脈
逼
し

だ
い
・
『
、
れ
土
星
当
り
わ
択
史
議
会
詞
尚
斗
淀
公
幸
蕉
と
し
て
す

・
・
こ
と
水
最
乳
適
切
で
お
ろ
う
受
芳
子
か
髭
馳
騨
ろ
う
欲
・
芙
渉

一
次
誇
一
で
撰
実
硯
叫
婆
鍾
で
良
セ
リ
だ
ろ
う
。
》
バ
ン

参
添
涼
う
Ｊ
廊
河
火
孔
慾
つ
く
見
究
…
い
季
愁
い
シ
久
〆
う
‐
ｉ
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曲
沿
・
一
計
〆
珠
の
計
皇
漢
、
久
羨
公
武
ど
う
錫
く
ぺ
ぎ
ふ
、

戴
庇
な
る
こ
と
折
い
く
ら
４
あ
ゑ
、
鶏
患
老
が
サ
ゲ
省
終
書
き
厚

い
く
つ
が
セ
ヵ
べ
て
、
縦
貫
諸
久
侭
盃
や
え
い
た
賞
き
た
い
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史
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え
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会
の
傑
犠
．
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建
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争
改
変

軒
惨
寺
・
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冷
う
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皇
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・
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渉
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進
一
切
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寧
素
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１
．
焔
溌
牡
会
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γ
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方
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や
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部
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鍋
浩
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ィ
辰
わ
た
る
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針
経
痩
坦
斡
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集
都
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鶴
謡
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謎
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猶
絢
史
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刀
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す
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し
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券
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事
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諺
・
祭
う
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必
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２
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紳
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へ
芹
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；
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目
鋤
矛
常
・
含
貫
告
式
・
後
呉
栗
・
今
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識
・
会
幾
尺
婆
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数
章
皐
貫
が
零
掻
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３
繊
割
謎
『
喚
御
吏
淡
』
刀
姑
公
平

港
雰
秤
刷
、
題
字
も
一
度
え
る
命
鴎
刷
竹
の
計
討
寿
へ
誇
ソ

地
皇
剃
鋼
帝
親
裁
の
鼻
偽
、
蝋
窪
嗣

倫
集
郭
斜
獄
と
分
狐

わ
く
ゆ
く
風
、
史
譲
会
永
窪
戯
寺
で
土
（
く
っ
て
、
江
会
員
詠
稀

僻
侭
な
る
昔
礁
脅
一
愚
バ
ー
し
て
Ｐ
偽
集
も
止
凝
の
仕
孝
を
組
き
し

て
、
志
．
蓮
つ
く
る
こ
と
ぐ
あ
る
・
精
進
狩
奇
く
見
る
と
何
人
が
す

ぐ
痕
歩
戚
ｌ
、
そ
釣
よ
う
食
計
風
と
北
《
て
い
る
会
員
抹
滋
人
塊

る
・
ぞ
ん
・
女
務
谷
涙
歩
永
上
っ
炎
奉
か
領
布
‘
熟
売
膜
生
協
カ
ー
々
、
、

尋
を
千
分
研
僻
ァ
武
来
世
盛
り
上
げ
た
い
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